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ＪＡ全国女性大会で共同開発した「ほめられ酢」
をお披露目をするフレッシュミズメンバー（3面）

台湾で「総称 山形牛」のトップセールスを行った
左から吉村美栄子山形県知事、阿部茂昭運営
員会副会長、後藤和雄県本部長（6面）

卓球女子日本代表の石川佳純選手を激励する全農グループ役職員（2面）

商品の詳細は3面に掲載

ニュース＆トピックス（広報部、耕種総合対策部）
ニュース＆トピックス（生活リテール部、秋田県本部）
ＪＡズームイン（ＪＡ広島中央）
県本部だより（千葉県本部）
ニュース＆トピックス（山形県本部）
畜産情勢（畜産総合対策部）
コミュニケーション（営農･技術センター、ＪＡタウン）
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News!

“事業承継”への更なる取り組みへ向け
本会ＴＡＣ職員が農業界で初の「事業承継士」を取得 耕種総合対策部

　
全
農
で
は
農
業
界
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
事
業
承
継
を
進
め

る
た
め
、『
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
〜
親
子
間
の
話
し
合
い
の
き
っ
か
け
に
〜
』

を
昨
年
1
月
に
発
行
し
、T
A
C
担
当
に
よ
る
事
業
承
継
支
援
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。同
年
12
月
に
は
T
A
C
推
進
課
職
員
が「
事

業
承
継
士
」認
定
を
受
け
、さ
ら
な
る
取
り
組
み
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
全
農
は
、
事
業
承
継
ブ
ッ
ク

の
発
行
を
契
機
に
、
全
国
の
Ｊ

Ａ
職
員（
Ｔ
Ａ
Ｃ
や
担
い
手
金

融
リ
ー
ダ
ー
な
ど
）や
生
産
者

（
Ｊ
Ａ
青
年
部
や
4
Ｈ
ク
ラ
ブ

な
ど
）を
対
象
と
し
た
研
修
会

を
増
や
す
な
ど
、
事
業
承
継
の

取
り
組
み
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
担
い
手
訪
問
の
中
で
も
、

具
体
的
な
事
業
承
継
の
相
談
が

急
増
し
て
お
り
、
事
業
承
継
へ

の
共
感
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
伊
東
氏
は
事
業

承
継
に
関
す
る
専
門
知
識
や
専

門
家
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
必
要
性
を
感
じ
、
事

業
承
継
士
の
資
格
取
得
を
目
指

し
ま
し
た
。

　
事
業
承
継
士
は
一
般
社
団
法

人
事
業
承
継
協
会
が
認
定
す
る

も
の
で
、
30
時
間
の
事
業
承
継

士
資
格
講
座
を
受
講
し
、
事
業

承
継
士
認
定
試
験
に
合
格
、
同

協
会
に
入
会
す
る
こ
と
で
与
え

ら
れ
ま
す
。

　
取
得
し
た
伊
東
氏
は「
自
ら

も
実
家
で
農
業
を
や
り
な
が
ら
、

事
業
承
継
の
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
個
々
の
家
の
問
題
で

も
あ
り
ま
す
が
、
本
会
だ
け
で

な
く
農
業
法
人
協
会
や
全
青
協
、

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
な
ど
と
連
携
し
、

農
業
界
全
体
の
取
り
組
み
、
社

会
運
動
と
し
て
展
開
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
」と
語
り
、事

業
承
継
へ
の
更
な
る
取
り
組
み

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「こせがれ交流会」で事業承継をテーマに講演
する伊東氏

News!

「4 月の世界選手権で世界一を目指します」
石川佳純選手が全農を訪問、激励会を開催 広報部

　
全
農
所
属
の
卓
球
女
子
日
本
代
表
の
石
川
佳
純
選
手
が
2
月
7
日
、

東
京
・
大
手
町
の
全
農
を
訪
れ
、全
農
グ
ル
ー
プ
役
職
員
に
昨
シ
ー
ズ

ン
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
全
農
の
長
澤
豊
会
長
は
果
物

と
東
北
の
お
米
を
贈
り
、「
こ
れ

か
ら
も
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
激
励
会
の
会
場
に

集
ま
っ
た
全
農
グ
ル
ー
プ
役
職

員
に
対
し
、
石
川
選
手
は「
昨

シ
ー
ズ
ン
は
後
半
に
か
け
て
良

い
プ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
中
国
選
手
に
も
勝
て
る
よ

う
に
な
っ
た
。1
月
の
全
日
本
選

手
権
は
残
念
な
結
果
だ
っ
た
が
、

4
月
の
世
界
選
手
権
で
は
世
界

一
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」と

述
べ
た
ほ
か
、「
海
外
で
食
べ
る

お
米
は
特
別
に
お
い
し
い
。頑
張

ら
な
い
と
、
と
い
う
思
い
に
な

る
」と
話
し
ま
し
た
。

　
2
月
22
日
か
ら
ロ
ン
ド
ン
で

開
幕
す
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
石
川
選
手

へ
、
全
農
の
山
﨑
周
二
専
務
は

「
石
川
選
手
の
活
躍
は
子
ど
も
た

ち
の
夢
で
あ
り
憧
れ
。全
農
職
員

も
全
国
か
ら
一
生
懸
命
応
援
し

ま
す
。」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
、「
ニ
ッ
ポ
ン
人
の
活

躍
を『
ニ
ッ
ポ
ン
の
食
』で
支
え

る
。」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、海

外
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
を

今
後
も「
ニ
ッ
ポ
ン
の
食
」を
通

じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

全
農
を
訪
れ
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

決
意
を
語
る
石
川
選
手

東
北
の
お
米
を
贈
り
石
川
選
手
を

激
励
す
る
長
澤
会
長
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News!

News!

フレッシュミズと共同開発「エーコープほめられ酢」完成！

秋田県複合型農業パワーアップ大会開催

第 63 回ＪＡ全国女性大会で盛大にお披露目

米政策見直しに対応、稲作に園芸と畜産の組み合わせ拡大へ

生活リテール部

秋田県本部

　
生
活
リ
テ
ー
ル
部
は
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
開
発
の
新
た
な
試
み
と

し
て
、Ｊ
Ａ
女
性
組
織
の
若
手
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ（
お
お
む
ね
45
歳

以
下
で
構
成
）の
都
道
府
県
段
階
の
代
表
者
有
志
と
の
共
同
開
発
を
進

め
て
き
ま
し
た
。こ
の
ほ
ど「
エ
ー
コ
ー
プ
ほ
め
ら
れ
酢
」が
完
成
し
、

1
月
24
～
25
日
に
開
か
れ
た
第
63
回
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
大
会
で
盛
大
に
お

披
露
目
し
ま
し
た
。

　
秋
田
県
本
部
は
J
A
秋
田
中
央
会
な
ど
と
と
も
に
1
月
24
日
、秋
田

市
で「
秋
田
県
複
合
型
農
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　
「
エ
ー
コ
ー
プ
ほ
め
ら
れ
酢
」

は
、さ
わ
や
か
な
風
味
で
、和
洋

中
ど
ん
な
料
理
に
も
合
う
調
味

酢
で
す
。「
か
け
る
だ
け
」「
つ
け

る
だ
け
」「
ま
ぜ
る
だ
け
」で
酢

の
物
、ピ
ク
ル
ス
、マ
リ
ネ
と
時

短
料
理
が
で
き
ま
す
。

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
こ
の
商
品

を
使
っ
た
料
理
を
家
族
皆
で
楽

し
く
囲
む
場
面
を
想
定
し
、「
料

理
も
わ
た
し
も
ほ
め
ら
れ
た
い
」

と
い
う
思
い
で
名
付
け
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
国
女
性
大
会
で
試
食
し

た
皆
さ
ま
か
ら「
簡
単
、便
利
で

　
大
会
は
、
平
成
30
年
産
以
降

の
米
政
策
見
直
し
に
伴
う
産
地

間
競
争
の
激
化
が
想
定
さ
れ
る

中
、
稲
作
に
園
芸
や
畜
産
を
組

み
合
わ
せ
た
複
合
型
生
産
構
造

の
拡
大
に
向
け
て
開
催
。県
行
政

や
生
産
者
、J
A
関
係
者
な
ど
約

2
6
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
J
A
秋
田
中
央
会

の
船
木
耕
太
郎
会
長
の
あ
い
さ

つ
、
園
芸
畜
産
情
勢
の
報
告
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
ほ
め
ら
れ
酢
は

ぴ
っ
た
り
」、「
酢
特
有
の
酸
っ

ぱ
さ
が
な
く
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
食
べ
ら
れ
る
」な
ど
の
声

が
聞
か
れ
大
変
好
評
で
し
た
。

　
今
回
の
共
同
開
発
企
画
で
は
、

全
農
開
発
担
当
が
考
え
付
か
な

い
よ
う
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の

皆
さ
ん
な
ら
で
は
の
発
想
や
ア

イ
デ
ィ
ア
が
た
く
さ
ん
飛
び
出

し
、
今
後
の
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー

ク
品
の
商
品
開
発
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
大
い
に
参
考
と
な

り
ま
し
た
。

　
開
発
し
た
商
品
は
、４
月
１

日
か
ら
女
性
組
織
共
同
購
入
や

農
産
物
直
売
所
、
Ａ
コ
ー
プ
店

舗
な
ど
で
販
売
し
ま
す
。

後
、県
内
の
優
良
事
例
と
し
て
、

J
A
あ
き
た
白
神
か
ら
平
成
27

年
か
ら
稼
働
し
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
い
る「
白
神
ね
ぎ
」の

園
芸
メ
ガ
団
地
※
１
に
つ
い
て
、

J
A
秋
田
し
ん
せ
い
か
ら
は
平

成
29
年
10
月
に
開
牧
し
た
和
牛

周
年
預
託
牧
場
※
２
に
つ
い
て

取
り
組
み
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、全
農
の
立
石
幸
一

参
事
は「
G
A
P
の
取
り
組
み

と
生
産
振
興
」と
題
し
講
演

し
ま
し
た
。

　
大
会
の
最
後
に
は
、複
合

型
農
業
を
強
力
に
進
め
て
い

く
と
し
た
大
会
宣
言
を
採
択

し
、ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行

い
、決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

「ほめられ酢」の試食を勧めるフレッシュ
ミズメンバー

食
卓
に
置
け
る
、冷
蔵
庫
に
入
り
や
す
い
手
軽

サ
イ
ズ
を
意
識
し
た
容
器
の「
ほ
め
ら
れ
酢
」

秋
田
県
複
合
型
農
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
で

あ
い
さ
つ
す
る
Ｊ
Ａ
秋
田
中
央
会
の
船
木

耕
太
郎
会
長

※
１

１
カ
所
に
団
地
化
し
た
農
地
で
年
間

１
億
円
以
上
の
販
売
を
行
う
も
の
。

整
備
に
は
秋
田
県
の「
園
芸
メ
ガ
団

地
育
成
事
業
」を
活
用
し
た
。

※
２

妊
娠
が
確
認
さ
れ
た
牛
を
分ぶ

ん

娩べ
ん

30

〜
45
日
前
ま
で
期
間
預
託
が
可
能

な
施
設
。増
頭
や
省
力
化
を
後
押
し

す
る
。
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ＪＡ広島中央
（広島県）

概要 平成29年3月31日現在

正組合員数　　　　     1万8173人
准組合員数　　　　 　  1万3982人
職員数                       378人
販売品取扱高               27億円
購買品取扱高           21億7千万円
貯金残高  　         1708億9千万円
長期共済保有高     5396億4千万円
主な農産物　   米、アスパラガス、
　    ナス、ピーマン、白ネギ、西条柿

ド
ロ
ー
ン
貸
し
出
し
や

農
地
相
談
で
農
業
振
興
へ

た
。J
A
が
利
用
団
体
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
防
除

効
果
も
十
分
で
、
省
力
化
に
も

担
い
手
の
労
力
が
軽
減
で
き
る

と
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
ま

た
、コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、数
字

で
示
し
た
4
団
体
を
集
計
す
る

と
平
均
4
割
減
少
で
き
ま
し
た
。

　
J
A
は
、産
業
用
マ
ル
チ
ロ
ー

タ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
技
能
認
定

の
受
講
を
斡
旋
す
る
他
、
飛
行

に
必
要
な
申
請
手
続
き
も
支
援

し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は

小
規
模
な
農
地
を
J
A
が
取
り

ま
と
め
、法
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
導
入
し
、
平
成
29
年
4
月
か

ら
、
集
落
営
農
法
人
や
担
い
手

に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。J
A

が
貸
し
出
し
て
共
同
利
用
す
る

こ
と
で
担
い
手
の
負
担
を
減
ら

し
、
経
営
の
安
定
化
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
6
法
人
と

担
い
手
2
人
が
契
約
。
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
防
除
の
合
計
面
積

は
2
1
4
㌶
で
、
水
稲
と
麦
の

防
除
に
使
用
し
、
最
盛
期
に
は
、

1
日
平
均
7
㌶
を
防
除
し
ま
し

な
ど
は
、
不
動
産
を
扱
う
農
住

開
発
課
が
対
応
し
、
農
業
機
械

に
つ
い
て
は
、
農
機
セ
ン
タ
ー

が
受
け
持
ち
ま
す
。
農
作
業
を

一
部
委
託
し
た
い
場
合
は
、
農

業
者
受
託
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を

行
っ
て
い
る
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
が
受
託
者
を
紹
介
し
ま
す
。

農
地
を
貸
す
場
合
は
、各
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
が
近
隣
の
担
い
手

に
耕
作
依
頼
な
ど
を
行
う
か
、

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
が
農
地
中

間
管
理
機
構
や
農
業
委
員
会
と

連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

鳥取県

島根県

岡
山
県広島県

　
J
A
広
島
中
央
は
広
島
県
の

中
央
に
位
置
し
、
県
下
で
も
数

少
な
い
人
口
が
増
加
し
て
い
る

地
域
で
、稲
作
が
中
心
で
す
。管

内
の
東
広
島
市
西
条
は
酒
都
と

称
さ
れ
、酒
造
好
適
米
の「
山
田

錦
」も
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
は
、
地
域
農
業
の
振
興

を
図
る
た
め
に
、
農
薬
散
布
用

ド
ロ
ー
ン（
小
型
無
人
飛
行
機
）

に
防
除
作
業
を
委
託
す
る
事
業

を
始
め
る
計
画
で
す
。

　
J
A
は
全
11
支
店
で
、
農
地

の
相
続
や
農
業
の
事
業
継
承
の

相
談
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
続
後
も
農
地
が
維
持
さ
れ
る

こ
と
で
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

つ
な
げ
ま
す
。
相
続
時
に
は
従

来
の
貯
金
、
共
済
、
出
資
、
購
買

な
ど
の
手
続
き
に
加
え
、
農
業

継
続
・
農
地
利
用
に
つ
い
て
も

聞
き
取
り
、「
相
続
相
談
管
理
表
」

で
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
相
続
の
相
談
窓
口
で
あ
る
支

店
と
本
店
の
相
続
相
談
セ
ン

タ
ー
が
連
携
し
、
相
続
人
の
要

望
に
合
わ
せ
て
各
部
署
が
対
応

し
ま
す
。具
体
的
に
は
、農
地
の

転
用
・
売
却
を
希
望
す
る
場
合

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

ＪＡが貸し出しているドローンのテスト
飛行をする法人のオペレータ

酵素の試験散布でＪＡのドロー
ンに粒剤を入れるＪＡ職員

農地や農業についての相続相談
に応じるＪＡ職員

小
規
模
の
農
地
集
積
し

防
除
作
業
委
託
を
計
画

本･

支
所
連
携
し
相
談
・
支
援

相
続
、農
地
利
用
な
ど
に
対
応
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県
本
部

だ
よ
り

千葉県本部

Ｊ
Ａ
直
売
所
に「
全
農
の
お
肉
工
房
」開
店

　

千
葉
県
本
部
は
平
成
29
年
8

月
、
君
津
市
の
J
A
き
み
つ
農

産
物
直
売
所「
味み

楽ら

囲い

さ
だ
も
と

店
」に
千
葉
県
本
部
初
の
精
肉
店

舗「
全
農
の
お
肉
工
房
さ
だ
も
と

店
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
味
楽
囲
さ
だ
も
と
店
」は

J
A
農
産
物
直
売
所
で
県
内
有

数
の
売
り
上
げ
を
誇
り
、新
鮮
な

農
産
物
を
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。

　
「
全
農
の
お
肉
工
房
」は
、千
葉

県
産
畜
産
物
の
知
名
度
向
上
や

ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
、情
報
発
信

拠
点
と
し
て
の
活
用
、J
A
直
売

所
の
活
性
化
、J
A
グ
ル
ー
プ
へ

の
理
解
醸
成
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

売
り
場
に
は
、
千
葉
県
産
の

銘
柄
牛
で
あ
る「
み
や
ざ
わ
和

牛
」や「
千
葉
若
潮
牛
」、銘
柄
豚

の「
房
総
ポ
ー
ク
」や「
東
の
匠

S
P
F
豚
」を
中
心
に
、
国
産
に

こ
だ
わ
っ
た
商
品
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

　

同
店
は
対
面
販
売
に
よ
る
量

り
売
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。対
面

販
売
で
消
費
者
の
必
要
な
量
や

予
算
に
応
じ
た
対
応
、
料
理
に

合
っ
た
お
肉
の
部
位
の
提
案
な

ど
好
み
に
応
じ
た
販
売
を
し
て

い
ま
す
。こ
の
こ
と
を
通
じ
、千

葉
県
産
畜
産
物
の
特
長
や
生
産

者
の
思
い
を
消
費
者
へ
直
接
説

明
す
る
と
と
も
に
、モ
ニ
タ
ー
画

面
を
活
用
し
銘
柄
肉
や
生
産
者
、

生
産
現
場
を
紹
介
す
る
な
ど
の

P
R
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
定
期
的
な
試
食
販
売
や
、「
味

JA
 Z

ennoh W
eekly

県
本
部
だ
よ
り

楽
囲
さ
だ
も
と
店
」の
イ
ベ
ン
ト

に
合
せ
た
販
売
会
を
開
く
な
ど
、

季
節
感
の
あ
る
売
り
場
づ
く
り

に
努
め
、直
売
所
の
さ
ら
な
る
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
半
年
が
経
過

し
、農
産
物
直
売
所
に
精
肉
店
が

で
き
た
こ
と
で
消
費
者
か
ら
は
、

「
買
い
物
が
便
利
に
な
っ
た
」「
お

肉
が
お
い
し
い
」と
の
評
価
の
声

も
あ
り
、口
コ
ミ
に
よ
る
利
用
者

も
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
お
肉
に
対
す
る

消
費
者
の
評
価
や
感
想
を
生
産

者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
、生
産
意
欲
の
向
上
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

対面販売で好みの
肉を選ぶ消費者

大勢の来店者でにぎわう「全農のお肉工房」

対
面
販
売
を
導
入
し

量
り
売
り
に
も
対
応

消
費
者
の
声
を
つ
な
ぎ

生
産
者
の
意
欲
向
上
に

店舗概要
全農のお肉工房さだもと店

毎月第２水曜日（８月は除く）
および年末年始

千葉県君津市貞元133-1
JAきみつ農産物直売所
「味楽囲さだもと店」内

9:30～18:00

（ ）

店舗名

住　所

営業時間

定 休 日
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山
形
県
本
部
は
、県
産
農
畜
産
物
の
輸
出
拡
大
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。昨
年
11
月
と
今
年
１
月
は
香
港
、台
湾
で
、山
形
県
の
ブ
ラ
ン
ド

牛「
総
称 

山
形
牛
」の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。       【
山
形
県
本
部
】

　
香
港
で
は
咋
年
11
月
１
日
か

ら
1
カ
月
間
、Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト

フ
ー
ズ
の
直
営
店「
和
牛
焼
肉 

純
」で
、「
山
形
フェア
」と
名
付
け

た
県
産
農
畜
産
物
フェア
を
実
施

し
ま
し
た
。初
日
に
阿
部
茂
昭
運

営
委
員
会
副
会
長
が
尖
沙
咀（
チ

ム
・
サ
ー
・
ツ
イ
）店
を
訪
れ
、招

待
し
た
香
港
の
有
名
外
食
レ
ス
ト

ラ
ン
シェフ
や
バ
イ
ヤ
ー
、メ
デ
ィ
ア

関
係
者
ら
約
30
人
に
県
産
農
畜

産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
山
形
牛
を
は
じ
め
、山
形
県
産

豚
や「
つ
や
姫
」、「
ラ・フ
ラ
ン
ス
」な

ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
特
別
メ

ニュー
を
振
る
舞
い
、招
待
さ
れ
た

関
係
者
は
山
形
牛
の
と
ろ
け
る

よ
う
な
舌
ざ
わ
り
や
、「
ラ・フ
ラ
ン

ス
」の
芳
醇
な
香
り
に
魅
了
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
山
形
牛
は
既
に
一
部
高
級

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
お

り
、同
店
舗
を
中
心
に
今
後
も
定

県
産
農
畜
産
物
の

　

  

輸
出
拡
大
に
手
応
え

香
港
で
１
カ
月
の
フ
ェ
ア

特
別
メ
ニュ
ー
も
振
る
舞
う

香
港･

台
湾
で「
総
称 

山
形
牛
」

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

期
的
な
フ
ェア
を
実
施
し
、外
食

産
業
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
販

路
への
推
進
を
図
って
い
き
ま
す
。

　
台
湾
で
は
、昨
年
９
月
の
日
本

産
牛
肉
輸
入
解
禁
を
受
け
、台

北
市「
微
風
広
場
」と
高
雄
市

「
大
立
百
貨
店
」の
２
店
舗
で
1

月
18
〜
21
日
、「
山
形
フ
ェア
」を

実
施
し
ま
し
た
。山
形
牛
を
は
じ

め「
シ
ャ
イ
ンマ
ス
カ
ッ
ト
」や
県
産

農
畜
産
物
の
加
工
品
な
ど
を
取

り
そ
ろ
え
、フェア
期
間
中
の
20
日

と
21
日
に
、吉
村
美
栄
子
山
形
県

知
事
、阿
部
副
会
長
、後
藤
和
雄

香
港
で
招
待
者
に
県
産
農
畜
産

物
を
説
明
す
る
県
本
部
職
員

台
湾
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
来
場

者
に
試
食
を
勧
め
る
左
か
ら
吉
村

山
形
県
知
事
、阿
部
運
営
委
員

会
副
会
長
、後
藤
県
本
部
長

①山形県内において、最も長く肥
育・育成された未経産および去
勢の黒毛和種。

②公益社団法人日本食肉格付
協会が定める肉質４等級以上
のもの。ただし、①の条件を満た
し、肉質が３等級についても同
様に取り扱う。

③山形県および各行政機関で実
施する放射性物質検査におい
て、放射性物質が「不検出」で
あること。

県
本
部
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
も
行
わ
れ
、フェア
を
よ
り
一
層

盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
阿
部
副
会
長
は「
日
本
国
内

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド
牛

の
味
を
確
か
め
て
も
ら
い
、ぜ
ひ
山

形
の
フ
ァ
ン
に
な
って
い
た
だ
き
た

い
」と
Ｐ
Ｒ
。山
形
牛
サ
ー
ロ
イ
ン

の
ブ
ロッ
ク
肉
が
登
場
す
る
と
、そ

の
美
し
さ
に
来
場
者
は
見
入
って

い
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｒ
ス
ピ
ー
チ
の
後
に
は
、山
形

牛
と
新
品
種
の
県
産
米「
雪
若

丸
」を
使
っ
た
ミ
ニ
牛
丼
、ミ
ニ
ス

テ
ー
キ
丼
の
振
る
舞
い
や
庄
内
柿

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ
、春
節
前

の
需
要
期
で
に
ぎ
わ
う
店
内
が

活
気
に
あ
ふ
れ
、日
本
の
農
畜
産

物
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

台
湾
の
輸
入
解
禁
受
け

県
知
事
も
参
加
し
Ｐ
Ｒ

香
港

台
湾

総称 山形牛
山形肉牛協会は、次の三つの基準
を全て満たしたものを「山形牛」と
して認定しています。
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畜 産 情 勢
（畜産総合対策部）

牛 肉

鶏 肉

弱もちあい

もも650円、むね300円

豚 肉

鶏 卵

春先へ向けて緩やかに上昇

家庭用中心に荷動き回復

　1月の成牛と畜頭数は速報値で約7万6千頭（前年比
98.0%）と減少しています。
　1月の東京市場枝肉卸売価格は速報値で、和牛去勢
Ａ5が2769円（前年比96.4%）、和牛去勢A4が2396
円（同93.2%）、和牛去勢Ａ3が2099円（同88.8%）、
交雑牛B3が1411円（同85.2%）でした。
　農畜産業振興機構の2月の国内出荷予測頭数を品
種別にみると、和牛が約3万1千頭（前年比98.9%）、
交雑牛が約1万8千頭（同103.2%）、乳牛（雌含む）が
約2万6千頭（同94.5%）であり、全体では約7万6千
頭（同98.3%）と見込んでいます。
　12月に高騰した枝肉
相場は、1月に入り大きく
下落する展開となりまし
た。年末年始からの消費
疲れや、野菜の高騰で
鍋物需要が低下する中、
引き続き荷動きが停滞し
ており、2月は弱もちあい
の相場を予測します。

　1月の相場は、もも肉673円/㎏（前月比29円上
げ）・むね肉312円/㎏（前月比6円下げ）で、正肉合
計で985円/㎏と前月比23円上げとなりました。も
も肉は、1月初め682円、月末671円と前年同月には
及ばなかったものの例年なら下げに動くところ寒波の
到来などから鍋物需給が好調だったこともあり小幅
な下げにとどまりした。むね肉は前月比若干の下げと
なっていますが、旺盛な需要に支えられ前年比59円
高と相変わらず高い水準が継続しています。
　2月も平均気温が平年より低くなるとの予測のため
鍋物需要が続く期待から大きな下げはないものと思
われ、もも肉は月平均で
650円、むね肉について
も加工筋等などからの引
き合いが引き続き強く、
月平均で300円と予測
します。

　1月の全国と畜頭数は速報値で、約132万頭、前年同
比94.4％です。
　１月の東京食肉市場枝肉相場は速報値で500円/㎏

（前年比101.6％、前月比87.1％）と、前月から大きく値を下
げました。出荷頭数は、全国的に強い寒気が流入した影
響で、増体の伸びが悪く、速報値ベースで前年同月を大き
く下回る約132万頭（前年比94.4％）となりました。
　農畜産業振興機構発表の2月出荷予測頭数は、約127
万頭（前年比97.4％）です。厳しい寒さを背景に増体が伸
び悩み、一部地域では疾病の影響もあって、全体的には
少なめの出荷が見込まれます。量販店などでは、市況が
軟調に転じたこともあり国
産豚肉を販促する動きも
みられますが、輸入チルド
ポーク急増による余剰感も
あり、市況の大幅な上昇は
期待できず、当面は相場は
一進一退の動きをみせなが
ら春先へ向けて緩やかに
上昇すると予測します。

　１月の東京相場の月間平均は、中旬以降、上伸の展
開が続き、Ｍサイズ基準値１５９円（前年比△２０円）
となりました。
　初市相場が前年より低い水準でスタートしたことも
あり、加工筋を中心としたスポット集荷などで滞貨玉
は徐々に解消に向かったものの、年末年始需要の反
動もあり、上旬は業務筋を中心に荷動きが鈍い状況
が続きました。また、加工筋の荷動きも長くは続かず、
年始には一定の集荷を終えて、積極的なスポット購入
は短期間で終了しました。
　今後については、2月は多くの量販店が決算期を迎
え、積極的に特売を実施
することが期待されるた
め、テーブルエッグを中
心に荷動きが回復し、相
場水準は上昇すると考え
られます。
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JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、3/9（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金のほか、お届け先により送料が必要となります。

　チューリップ切り花を専門に出荷しているのは、「砺波切
花研究会」です。生産量は多くありませんが、“八重咲”や“フリ
ンジ咲”など珍しい品種を50品種以上栽培しています。人気
の高い変わり咲き品種の栽培には、温度管理や土づくりが
重要です。砺波切花研究会では、球根栽培農家としての豊富
な経験に裏打ちされた技術により、多品種を栽培していま
す。さまざまな色や形、長さの花を一つにミックスできるの
は、産地直送ならではの魅力です。卒業や入学のお祝いとし
て、また、ホワイトデーのプレゼントとしてもおススメです。

贈答用 チューリップ切花
（15本）……4000円

越中自慢（JA全農とやま）

クーポントピックス ポイント

スマホアプリを公開中
JA全農のイベントや新商品に関する最新情報が
さらに充実！ 作動環境：スマートフォン iOS８以上　Ａndroid4.3以上

「食と農」の情報を広く消費者へ！

「うぃずOneを活用した
 野菜づくり食農教育」
子どもたちが野菜作りや
収穫の楽しさを体験！
　営農・技術センターは平成26年度から、「うぃずOneを活用した野
菜づくり食農教育」を全国展開しています。この取り組みは、「うぃず
One」の栽培様式を用いて開発した食農教育資材です。JAで食農教
育を担当されている皆さまへ「うぃずOneを活用した野菜作り食農教
育」をご紹介します。　　　　　　　　　　　【営農･技術センター】
　平成29年度は、JA佐野・JA足利・
JA横浜・JA北大阪の４JAで導入して
います。「うぃずOne」の栽培槽「プラ
スボックス」を使って、土の入れ方、定
植方法・養液栽培など「うぃずOne」
の栽培様式を参考にして構成し、食
農教育資材として考案されたもので
す。必要機材を用意し、設置場所にプ
ラスボックスを置き、マニュアルに沿っ
て作業をするだけで、夏から冬にかけ
てトマト・茎ブロッコリー栽培が連続

体験できます。出前授業がすぐに出来
るシナリオ付きのパワーポイントも用
意しており、定植時や収穫時に合わ
せた学校での出前授業によるイベン
トも可能です。このような学校で行う
食農教育資材として活用するだけで
なく、ＪＡ佐野で実施しているアグリ
キッズスクールの参加者に向けた、家
庭で野菜栽培をチャレンジするキット
として活用する事も可能です。
　営農・技術センターは、取り組み要

望のあるJAに対し、県域の営農担当
部署を通じて「うぃずOneを活用した
野菜づくり食農教育」のノウハウを提
供しています。ご興味のある方は、耕
種総合対策部営農・技術センター管
理・講習課（担当：中村・大武）までご
連絡ください。

JAから広げる

電話：0463-22-1023
メール：zz_zk_kanri@zennoh.or.jp

「うぃずOneを活用した
 野菜づくり食農教育」

小
学
校
の
花
壇
で
も
楽
し
く

ト
マ
ト
が
出
来
る

（
Ｊ
Ａ
北
大
阪
）

子
ど
も
た
ち
に
誘
引
の
仕
方

を
説
明
。「
上
手
に
で
き
る
か

な
？
」　
　
　 

（
Ｊ
Ａ
佐
野
）

と  なみ

JAタウンは
こちらから

2018 2.26 vol.833

ＪＡ全国女性大会で共同開発した「ほめられ酢」
をお披露目をするフレッシュミズメンバー（3面）

台湾で「総称 山形牛」のトップセールスを行った
左から吉村美栄子山形県知事、阿部茂昭運営
員会副会長、後藤和雄県本部長（6面）

卓球女子日本代表の石川佳純選手を激励する全農グループ役職員（2面）

商品の詳細は3面に掲載

ニュース＆トピックス（広報部、耕種総合対策部）
ニュース＆トピックス（生活リテール部、秋田県本部）
ＪＡズームイン（ＪＡ広島中央）
県本部だより（千葉県本部）
ニュース＆トピックス（山形県本部）
畜産情勢（畜産総合対策部）
コミュニケーション（営農･技術センター、ＪＡタウン）
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